
《施設基準および院内掲示》 
 

 

① 病棟看護配置について 
   当院の一般病棟（６階）では、１日に１３人以上の看護職員（看護師及び准看護師）が勤務しています。 

   なお、時間帯ごとの配置は次の通りです。 

   ・ ８：３０から１６：３０まで、看護職員１人あたりの受け持ち患者数は ７人以内です。 

   ・１６：３０から翌８：３０まで、看護職員１人あたりの受け持ち患者数は１７人以内です。 

   当院の療養病棟（７・８階）では、１日に２０人以上の看護職員（看護師及び准看護師）が勤務しています。 

   なお、時間帯ごとの配置は次の通りです。 

   ・ ８：３０から１６：３０まで、看護職員１人あたりの受け持ち患者数は１０人以内です。 

   ・１６：３０から翌８：３０まで、看護職員１人あたりの受け持ち患者数は２７人以内です。 

 

 

② 入院診療計画、院内感染防止計画、医療安全管理体制、褥瘡対策、栄養管理体制、意思決定支援及び身体的拘束最小化に

ついて 

   当院では、入院の際に医師をはじめとする関係職員が共同して、患者さまに関する診療計画を策定し、文書によりお渡

ししております。また厚生労働大臣が定める院内感染防止対策、医療安全管理体制、褥瘡対策、栄養管理体制、意思決定

支援及び身体的拘束最小化の基準を満たしております。 
 

 

③ 当院では、関東信越厚生局に、以下の届出を行なっております。 
 

 （１）基本診療料の施設基準 

・地域一般入院料２（看護補助加算２、夜間看護体制加算、夜間 75対１看護補助加算 付） 

・療養病棟入院基本料１（夜間看護加算 付） ・救急医療管理加算   ・診療録管理加算３  ・療養環境加算 

・療養病棟療養環境加算  ・データ提出加算１及び３  ・認知症ケア加算３    

 

 （２）特掲診療料の施設基準 

・医療機器安全管理料１  ・ＣＴ撮影（16列以上 64列未満）  ・運動器リハビリテーション料Ⅱ   

・脳血管疾患等リハビリテーション料Ⅲ  ・廃用症候群リハビリテーション料Ⅲ 

・人工腎臓（慢性医事透析を行った場合１）  ・導入期加算１  ・透析液水質確保加算  ・下肢末梢動脈疾患指導管理加算 

・腎代替療法診療体制充実加算  ・ペースメーカー移植術及び交換術  ・持続陽圧呼吸療法充実管理体制加算 

・看護職員処遇改善評価料 2７  ・外来・在宅ベースアップ評価料Ⅰ  ・入院ベースアップ評価料５５ 

 

（３）入院時食事療養について 

    入院時食事療養（Ⅰ）を算定すべき食事療養に基準に係る届出を行なっており、管理栄養士によって管理された食事を、適時（夕食につい

ては午後６時以降）、適温にて提供しております。 

 

    入院時食事療養費の患者様負担額について（１食につき） 

      ＜７０歳未満の方＞ 

区   分 一般病床 療養病床 

一般（住民税課税世帯） ５50円 ５5０円 

難病患者・小児慢性特定疾患患者 ３4０円 ３4０円 

住民税非課税世帯 
過去１２ヶ月の 

入院日数 

９０日以下 ２7０円 ２7０円 

９１日以上 22０円 22０円 

 

      ＜７０歳以上の方＞ 

区   分 一般病床 
療養病床 

医療区分Ⅰ 医療区分Ⅱ・

Ⅲ 

一般（住民税課税世帯） ５5０円 ５5０円 ５5０円 

難 病 患 者 
９０日以下 ３4０円 － ３4０円 

９１日以上 22０円 22０円 22０円 

住民税非課税世帯 

（低所得者Ⅱ） 

過去１２ヶ月の 

入院日数 

９０日以下 ２7０円 ２7０円 ２7０円 

９１日以上 22０円 22０円 22０円 

住民税非課税世帯（低所得者Ⅰ） 
１3０円 
※70 歳以上 

１6０円 １3０円 

 

 

④ 生活習慣病管理料 （Ⅱ）について 

令和６年６月から、糖尿病・高血圧症・脂質異常症のいずれかを主病名とする患者様で、『特定疾患管理料』を算定して

いた方は、『生活習慣病管理料』へと移行しました。 

患者様には個々に応じた目標設定、血圧や体重、食事、運動などに関する具体的な指導内容、検査結果を記載した『療養

計画書』を作成します。これにより患者様の状態に応じ、医師の判断のもと、２８日以上の長期投与やリフィル処方の投薬

を行うことが可能となります。 

 

 

 



 

⑤ 下肢末梢動脈疾患指導管理について 

   当院では、慢性維持透析を行なっている患者さまに対し、下肢末梢動脈疾患に関する検査を行なっております。検査の

結果、専門的な治療が必要と判断された場合にも、自院にて対応が可能です。 
 

 

⑥ 診療報酬明細書の発行について 

当院では、医療の透明化や患者への情報提供を積極的に推進していく観点から、領収証の発行の際に、個別の診療報酬

の算定項目の分かる明細書を無料で発行しています。 

明細書は、使用した薬剤の名称や、行なわれた検査の名称が記載されるものですので、その点ご理解いただき、明細書

の発行を希望されない方は、会計窓口にてその旨お申し出ください。 
 

 

⑦ 看護職員の処遇改善について 

   当院では、看護職員の負担軽減及び処遇改善に資するため、以下のことを実施しています。 

   ・院内保育所の設置（23時まで開所）  ・夜勤後の暦日の休日確保  ・勤務間インターバルの確保 

   ・看護補助者の育成  ・多職種による役割分担推進委員会の定期開催 等 

 

 

⑧ 差額室料を頂くお部屋と料金は以下のとおりです（税込） 
区  分 部 屋 番 号 室  料 

１人部屋 

６０７ １５,４００円 

８１０．８１１ 

７１０．７１１ 

６０８ 

１２,１００円 

６０６．６１１ １１,０００円 

４人部屋 

（準個室仕様） 

８０８ 

７０８ 

６０２．６０３．６０５ 

３，３００円 

 

 

⑨ 居住費について 

６５歳以上の療養病床入院患者様については、以下の通り居住費（水光熱費）の患者様負担があります。 

区   分 
居住費（１日につき） 

医療区分Ⅰ 医療区分Ⅱ・Ⅲ 

一般（住民税課税世帯） 43０円 43０円 

難 病 患 者 － ０円 

住民税非課税世帯 

（低所得者Ⅱ） 

過去１２ヶ月の 

入院日数 

９０日以下 43０円 43０円 

９１日以上 43０円 43０円 

住民税非課税世帯（低所得者Ⅰ） 43０円 43０円 

 

 

⑩ 選定療養「長期入院（180日以上）に伴う自己負担額」 

   １日につき   １，92０円 
 

 

⑪ 保険外負担に関する事項 

当院では以下の項目について、その使用量・利用回数に応じた実費の負担をお願いしております。 

   ・診断書代  ：１,１００円～５,５００円 

   ・証明書代  ：２０９円～５５０円 

   ・付添ベッド代：１日５５０円 

   ・透析食代  ：１食６８０円 

    ※ 上記金額は全て税込です。 

    ※ 紙オムツ、病衣は、ワタキューセイモア（株）との直接契約になります。別途ご説明します。 
 

 

 

 

令和 ８年 ６月 

三愛記念病院 


